
改良積み土のう工法２（３段２段バージョン）作成要領 

①シート（5.4m×3.6m）を半分に折る。 
さらにシートの短辺 1.8m の 1/3（0.6m）の位置で折り返し、5.4m×1.2m にする。 

 
②２枚のシートが 40cm 程度重なるように設定する。（上流側が外側となる） 
（河川側の作業員は命綱＆ライフジャケットが必要） 
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③折り返したシート端の位置に上流側から１段目の土のうを積む。 

 
 
 
④２段目の土のうを１段目の継ぎ目の上に積む。 
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⑤居住地側に控え土のう１段目を積む。（河川側の土のうの間の位置に） 

 
⑥同様に、河川側３段目、居住地側２段目を積む。 
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⑦河川側を作業員が歩きながらシートを巻き上げ、土のうの上にかぶせる。 
（河川側の作業員は命綱＆ライフジャケットが必要） 

 
 
⑧シートの上に重し土のうを置いて完成。（５ｍ） 
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